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O2キャリアーホルダー（車椅子用） 

取扱説明書 
 

1. 安全上の注意 

1） 使用目的以外に使用しないでください。 

2） 耐荷重は 20kg です。車椅子が転倒するおそれがありますので、本品にそれ

以上の無理な力がかからないようにしてください。 

3） 各固定ノブ、取付用ノブがしっかり締まっているか、定期的に（週に一回

以上）点検してください。 

ノブがゆるんだ状態で使用されますと、転倒や破損の原因となります。必

ず定期的に点検を行い、ゆるみがある場合は増し締めをしてください。 

4） 酸素は、燃焼を助ける性質が強いガスであり、火を近づけると大変危険です。酸素ボンベ使用中

は火気の取り扱いにご注意ください。 

（1）酸素吸入中は、周囲２ｍ以内には火気を置かないでください。 

（2）患者さん自身はもちろん、介助する方、家族の方なども酸素ボンベの周辺での喫煙や火気は

厳禁です。 

 

2. 製品概要と各部・付属品の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 使用方法とその注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

部品名 数量 

①固定ホルダー○A  1 

②固定ホルダー○B  1 

③車椅子取付用ノブ 1 

④ボンベホルダー固定ノブ 1 

⑤酸素ボンベ固定ノブ 1 

⑥マジックカフ 1 

⑦割りピン(7/8 ｲﾝﾁ(22mm)パイプ用)

      (3/4 ｲﾝﾁ(19mm)パイプ用)
各1組

耐荷重 ：約 20kg 

全長 ：320mm 

重量 ：約 1.2kg 

搭載可能なボンベ直径：φ90mm～110mm 

注意 

① 車椅子への取り付けは、平坦な場所で行ってください。 

② 必ず車椅子のブレーキをロックし、車椅子が動かない状態で取り付けてください。

③ 固定ホルダー○A は 1 インチ(25mm)パイプ用です。車椅子のパイプがそれより細い場

合、固定ホルダー○A に付属の割りピンを取り付けてください。 

（次頁の【割りピンの取付方法(車椅子のパイプが細い場合)】参照。） 
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1） 車椅子取付用ノブをゆるめて固定ホルダー○A から取り外します。 

2） 固定ホルダー○A 、○B を車椅子のパイプにしっかりとはめこみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 取り外した車椅子取付用ノブを固定ホルダー○A に取り付け、しっ

かりと締めます。 

ボンベホルダー固定ノブをしっかりと締めます。 

 

 

 

 

 

 

4） マジックカフを車椅子のパイプにしっかりと巻きつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

5） 酸素ボンベをボンベホルダーにセットし、酸素ボンベ固定ノブを

締めて固定します。 

 

 

 

 

 

 

【割りピンの取付方法（車椅子のパイプが細い場合）】 

1） 固定ホルダー○A から車椅子取付用ノブを取り外します。 

2） 割りピンを右図のように固定ホルダー○A に挿入し、車椅子のパイ

プに取り付けます。（割りピンにより 19mm、22mm のパイプに取り

付けが可能となります。） 

 

 

4. 連絡先 

販売元：村中医療器株式会社 

〒594-1157 大阪府和泉市あゆみ野二丁目 8番 2号 

TEL 0725-53-5546  http://www.muranaka.co.jp/ 

注文コード 品番 商品名 

502-022-33 HP3041 O2キャリアーホルダー(車椅子用) 

注意 

各固定ノブ、取付用ノブは、車椅子の車輪に触れないよう 

車椅子の内側に取り付けてください。 
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固定ホルダー○A
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